
１、重要な会計方針

（１）固定資産の減価償却の方法

定率法で減価償却を実施している。

２、特定資産の保有

目的 積立限度額

青年部会活動費 1,000,000 平成28年度取り崩し予定

周年行事 5,000,000 増額の見込みなく10周年毎行事開催時に取り崩す予定

３、基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次の通りである。 （単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

定期預金 5,000,000 0 0 5,000,000

5,000,000 0 0 5,000,000

特定資産

部会活動充実引当資産 330,000 0 0 330,000

周年行事引当資産 2,500,000 0 0 2,500,000

2,830,000 0 0 2,830,000

7,830,000 0 0 7,830,000

４、基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次の通りである。 （単位：円）

当期末残高
うち指定正味財産
からの充当額

うち一般正味財産
からの充当額

うち負債に対応する
額

基本財産

定期預金 5,000,000 0 5,000,000 0

5,000,000 0 5,000,000 0

特定資産

部会活動充実引当資産 330,000 0 330,000 0

周年行事引当資産 2,500,000 0 2,500,000 0

2,830,000 0 2,830,000 0

7,830,000 0 7,830,000 0

５、固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次の通りである。 （単位：円）

取得価格 累計額 当期減価償却 当期末残高 償却率％ 耐用年数

構築物(野立て看板) 340,000 244,469 10,413 85,118 0.109 20年

器具備品(プロジェクター) 174,152 0 87,076 87,076 0.500 5年

電話加入権 72,800 0 0 72,800 0.000

586,952 244,469 97,489 244,994

６、補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次の通りである。 （単位：円）

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

助成金

全法連助成金 全国法人会総連合 0 4,078,500 4,078,500 0

0 4,078,500 4,078,500 0

７、指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次の通りである。　（単位：円）

受取全法連助成金振替額

小計

合計

科目

合計

名称

財務諸表に対する注記

内訳

経常収益への振替額

金額

4,078,500

科目

小計

小計

合計

科目

名称

部会活動充実引当資産

周年行事引当資産

積立期間及び算定根拠

合計

小計


